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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ゴング支持体（２）に固定された少なくとも１つのゴング（３）；
　所定の時刻に前記ゴングを打つための少なくとも１つのハンマー；及び
　前記ゴングの少なくとも１つの振動モードを選択する手段
を含む、時報機構（１）であって、
　前記可動式又は固定式選択手段は、少なくとも１つのセレクタ要素（４）を有し、
　前記セレクタ要素（４）は、前記ゴングの一部と接するよう設けられ、前記ゴングの振
動モードのうちの１つの振動ノードに保持され、これによって、他の振動モードを完全に
又は部分的に除去することを特徴とする、時報機構（１）。
【請求項２】
　前記セレクタ要素（４）は、前記選択する手段を移動させることによって前記ゴング（
３）上を移動でき、これによって前記セレクタ要素を前記ゴングの選択された振動モード
の振動ノードに位置決めできることを特徴とする、請求項１に記載の時報機構（１）。
【請求項３】
　前記セレクタ要素（４）は、前記セレクタ要素を前記ゴング上に配設して前記ゴング上
を摺動できるようにする貫通開口（４ａ）を有することを特徴とする、請求項１に記載の
時報機構（１）。
【請求項４】
　前記セレクタ要素（４）は、前記ゴング（３）に摺動可能に設けられている、請求項１
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の時報機構（１）であって、
　前記選択する手段はねじ（１６）を更に有し、
　前記ねじ（１６）は、磁化された端部（１６ａ）を有するか、又はねじ頭とは反対側の
前記ねじの端部に永久磁石（１６ａ）を備え、
　前記選択する手段は、前記ねじを受承するためのねじ山付き支持台（１７）を更に有し
、
　前記ねじは、前記ゴングに対して平行に配設された長さ方向をもつシャフトを有し、
　前記ねじ山付き支持台内での前記ねじの回転に続いて、前記ねじは前記ゴングの長さ方
向に移動でき、
　前記ねじの前記磁気化された端部又は前記第１の永久磁石（１６ａ）の磁気分極の方向
は、前記ゴングの前記長さ方向であること、並びに、
　前記セレクタ要素（４）は、前記ゴングの前記長さ方向において、前記ねじの前記磁気
化された端部又は前記ねじの前記永久磁石とは反対の磁気分極となっている、セレクタ用
永久磁石（１５）を有し、
　前記セレクタ要素（４）は、磁力によって、前記ねじの前記磁気化された端部又は前記
ねじの前記永久磁石に隣接するように位置し、
　前記ねじ山付き支持台内での前記ねじの回転により、選択された振動モードの振動ノー
ドに前記セレクタ要素（４）を位置決めする
ことを特徴とする、請求項１に記載の時報機構（１）。
【請求項５】
　前記セレクタ要素（４）は、前記セレクタ要素の外側部分に、前記ゴングに対して平行
な延長部分（５）を有すること、及び
　前記選択手段は、ホイール（６）を有し、
　前記ホイール（６）は、前記延長部分（５）に接触し、前記時報機構内に、回転軸（７
）の周りで回転可能に設けられ、
　これによって前記セレクタ要素（４）を前記ゴング上で移動させ、前記セレクタ要素を
選択された前記ゴングの振動モードの振動ノードに保持する
ことを特徴とする、請求項１に記載の時報機構（１）。
【請求項６】
　前記セレクタ要素（４）の前記延長部分（５）は、前記歯付きホイール（６）の歯（６
ａ）と噛み合うための一連の歯（５ａ）を有することを特徴とする、請求項５に記載の時
報機構（１）。
【請求項７】
　前記ゴング（３）は直線状であり、前記セレクタ要素（４）の前記直線状延長部分（５
）に対して平行であること、及び
　前記ホイールを回転させるステム（７）は、前記ゴング（３）の長さに対して直交する
ように配設されていること
を特徴とする、請求項５に記載の時報機構（１）。
【請求項８】
　一方の端部において前記ゴング支持体（２）に固定された２つの平行な前記ゴング（３
、３’）を有すること、及び
　前記セレクタ要素（４）は、前記セレクタ要素を前記２つのゴング上に設けて前記２つ
のゴング上を摺動できるようにする２つの前記貫通開口（４ａ）を有すること
を特徴とする、請求項１に記載の時報機構（１）。
【請求項９】
　前記２つのゴングは直線状であること、及び
　前記セレクタ要素（４）は、中央部品によって連続された２つのリングを含むこと
を特徴とする、請求項８に記載の時報機構（１）。
【請求項１０】
　前記２つの平行なリングは、各前記ゴング（３、３’）の断面の直径と等しいか又はこ
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れより大きい内径を有することを特徴とする、請求項９に記載の時報機構（１）。
【請求項１１】
　前記セレクタ要素（４）は、前記中央部品上に、前記ゴング（３、３’）に対して平行
な直線状延長部分（５）を有すること、
　前記選択する手段は、ホイール（６）を有し、
　前記ホイール（６）は、前記延長部分（５）に接触し、前記時報機構内に、前記ステム
（７）の周りで回転可能に設けられ、
　これによって前記セレクタ要素（４）を前記ゴング上で移動させ、前記セレクタ要素を
選択された前記ゴングの振動モードの振動ノードに保持する
ことを特徴とする、請求項９に記載の時報機構（１）。
【請求項１２】
　前記セレクタ要素（４）の前記延長部分（５）は、前記歯付きホイール（６）の歯（６
ａ）と噛み合うための一連の歯（５ａ）を有することを特徴とする、請求項１１に記載の
時報機構（１）。
【請求項１３】
　前記時報機構は、腕時計ケース内に設置されるよう構成され、
　前記ホイール（６）は、駆動用クラウン（８）を有する巻き上げステム（７）によって
回転するように構成されていることを特徴とする、請求項１１に記載の時報機構（１）。
【請求項１４】
　前記選択する手段はねじ（１６）を更に有し、
　前記ねじ（１６）は、磁化された端部（１６ａ）を有するか、又はねじ頭とは反対側の
前記ねじの端部に第１の永久磁石（１６ａ）を備え、
　前記選択手段は、前記ねじを受承するためのねじ山付き支持台（１７）を更に有し、
　前記ねじは、前記ゴングに対して平行に配設された長さ方向をもつ軸を有し、
　前記ねじ山付き支持台内での前記ねじの回転に続いて、前記ねじは２つの前記ゴングの
間を移動でき、
　前記ねじの前記磁気化された端部又は前記第１の永久磁石（１６ａ）の磁気分極の方向
は、前記ゴングの前記長さ方向であること、
　前記ゴング支持体（２）は、前記ねじの前記磁気化された端部又は前記第１の永久磁石
（１６ａ）と同一の磁気分極の第２の永久磁石（１８）を含むこと、並びに
　前記セレクタ要素（４）は、前記２つの開口の間に、前記ねじの前記磁気化された端部
又は前記ねじの前記第１の永久磁石（１６ａ）と、前記第２の永久磁石（１８）との間に
配設された、前記第１及び第２の永久磁石とは反対の磁気分極を有するセレクタ用永久磁
石（１５）を有し、
　前記セレクタ要素は、前記第２の永久磁石（１８）の反発力と等しい前記第１の永久磁
石（１６ａ）の反発力によって、前記ゴング上に位置決め及び保持される
ことを特徴とする、請求項８に記載の時報機構（１）。
【請求項１５】
　前記セレクタ要素（４）の前記１つ又は複数の開口（４ａ）は、前記セレクタ要素が設
置された前記１つ又は複数のゴングと分離して接触する又は線状に接触するために、オリ
ーブ型宝石孔又は微小ボールを有することを特徴とする、請求項３又は８に記載の時報機
構（１）。
【請求項１６】
　前記セレクタ要素（４）は、前記１つ又は複数のゴングの振動モードの少なくとも１つ
の振動ノードに、前記１つ又は複数のゴング（３、３’）を挟んで固定するための、クラ
ンプの形態であることを特徴とする、請求項１に記載の時報機構（１）。
【請求項１７】
　前記セレクタ要素（４）は、シリコン又はシリコン酸化物又はＬＩＧＡ等のＮｉＰ製の
、マイクロメートルレベルの厚さの２つ以上のストリップで形成されている、可撓性ガイ
ド部材の形態をとり、
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　各前記ストリップは、２つの支持台に固定され、屈曲して変形し、前記１つ又は複数の
ゴングの振動モードの少なくとも１つのノードに、前記１つ又は複数のゴング（３、３’
）を挟んで固定している
ことを特徴とする、請求項１に記載の時報機構（１）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、１つ又は複数のゴングの少なくとも１つの振動モードを選択する手段を備え
た時報機構に関する。腕時計用であるこの時報機構は、更にゴング支持体に固定された少
なくとも１つのゴング及び所定の時刻にゴングを打つための少なくとも１つのハンマーを
含む。
【背景技術】
【０００２】
　腕時計製作の分野では、従来の構造を用いて、ミニッツリピーター等の時報機構を備え
たムーブメントを製作している。このタイプの実施形態では、使用するゴングは金属ワイ
ヤであり、これは断面が円形又は矩形であってもよい。この円形断面をもつ金属ワイヤを
、腕時計フレームの内側においてムーブメントの周囲に設けている。ゴングを少なくとも
１つのゴング支持体に固定し、このゴング支持体を腕時計の地板に固定している。ゴング
の振動は、通常はゴング支持体近傍における少なくとも１つのハンマーの衝突によって生
成される。この振動は複数の自然周波数からなり、特に可聴領域におけるその数及び強度
は、ゴングの幾何学的形状、ゴングの固定又は支持条件、衝撃条件及び材料の物理的特性
に依存する。ゴングの振動は、またゴング支持体を介して腕時計ケース内の下流の要素へ
と伝達され、空気中に放散される。
【０００３】
　打刻モードにおいて時報機構のハンマーが１つ又は複数のゴングを打つと、ゴングはそ
の全ての自然振動モードが重なった状態で振動し始める。このようにゴングは、１００Ｈ
ｚ～２０ｋＨｚの可聴周波数範囲において様々な振動モードで振動できる。例えば直径０
．６ｍｍ、長さ約９０ｍｍの金又は鋼鉄製ゴングに関して、第１の自然振動モードは一般
に約１００Ｈｚであり、振動モードの密度は、特に３ｋＨｚ～１０ｋＨｚの周波数範囲内
において最高３ｋＨｚ-1となる。１ｋＨｚ未満の第１の振動モードは、一般に腕時計の要
素によって効率的に放散させることができない。従って、腕時計の要素の作動は音響エネ
ルギーの損失を表し、これは欠点である。更に、過剰に大きいスペクトル密度によって、
過剰に豊かな音声が生成されることがあり、これは不協和音となる場合があり、これもま
た従来の時報機構の欠点である。
【０００４】
　協和音を生成するためには、ゴングを打つ際に生成される振動の周波数寄与度を制御す
ることが通常必要である。ハンマーによるゴングへの衝撃の条件の最適化は、所望の周波
数組成及びそれに伴う協和的なチューニングを選択するためには不十分である。特に、生
成される音声の純度はこれによって向上しない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の目的は、ハンマーが打つ少なくとも１つのゴングの特定の振動モードを選択で
き、かつ製造が簡単な、特に腕時計用の時報機構を提供することによって、従来技術の欠
点を克服することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　従って、本発明は、上述のような時報機構に関し、この時報機構は独立請求項１に定義
された特徴を含む。
【０００７】
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　時報機構の具体的な実施形態は、従属請求項２～１７に定義されている。
【０００８】
　本発明による時報機構の１つの利点は、少なくとも１つのゴングの振動モードのノード
上の、少なくとも１つのセレクタ要素の一によって、ゴングを打った時に固有の音声が提
供される点である。このモードの作動は、上記セレクタによって促進される。従って、こ
のタイプの音声は、容易に識別可能な主音を有する。このタイプの振動モードセレクタは
、偶発的な微細な衝撃を受けた場合のゴングの望ましくない振動を有意に制限するという
追加の利点を有する。従って、これによって望ましくないノイズが除去される。
【０００９】
　本発明による時報機構の別の利点は、エネルギーの使用がより良好となる点である。セ
レクタ要素によって低周波数振動モードをブロックでき、従ってこのような振動モードが
エネルギーを消費することがない。
【００１０】
　本発明の時報機構の別の利点は、１つのゴングに配設した複数のセレクタ要素を用いて
、複数の音色を生成することもできる点である。これにより、例えば深夜０時から正午ま
で及び正午から深夜０時までにおける音声の使用及び区別によって音色を選択できるよう
になる。更に、振動モード選択手段を低コストで実現することができ、又は逆に、必要に
応じてこれを貴金属製とすることもできる。従ってこれは腕時計の審美的価値及び希少価
値に大きく寄与する。
【００１１】
　有利には、１つ又は複数のゴングに対するセレクタ要素の移動は、セレクタ要素と時報
機構を動かす手段との間のラック装置を介して機械的に、又は磁気構成部品装置を介して
磁気的に達成できる。
【００１２】
　腕時計用時報機構の目的、特徴及び利点は、以下の説明において（特に図面を参照する
と）より明らかになるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】図１は、ハンマーの衝撃に続く様々な振動モードを有する一方の端部に固定され
たゴングの偏向曲線及び振動モードセレクタ要素の配置を簡略化したグラフである。
【図２】図２は、本発明による１つ又は２つのゴングの振動モードを選択する手段を有す
る時報機構の第１の実施形態の概略斜視図である。
【図３ａ】図３ａは、本発明による１つ又は２つのゴングの振動モードを選択する磁気手
段を有する時報機構の第２の実施形態の概略斜視図である。
【図３ｂ】図３ｂは、本発明による１つ又は２つのゴングの振動モードを選択する磁気手
段を有する時報機構の第２の実施形態の概略上面図である。
【図４ａ】図４ａは、本発明による少なくとも１つのゴングの振動モードを選択する磁気
手段を有する時報機構の第３の実施形態の概略上面図である。
【図４ｂ】図４ｂは、本発明による少なくとも１つのゴングの振動モードを選択する磁気
手段を有する時報機構の第３の実施形態の概略上面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下の説明において、本技術分野で知られている腕時計用時報機構の部品の全てについ
ては、ごく簡単にしか説明しない。１つのゴング又は複数のゴングの少なくとも１つの振
動モードを選択する手段に関して排他的に言及を行い、１つ又は複数のハンマー及び１つ
又は複数のゴングを打つための機構におけるこれらハンマーの配置に関しては詳細に言及
しない。
【００１５】
　図１は、長さＬのゴングの偏向曲線のグラフを示し、このゴングは例えばその一方の端
部において、腕時計内部部品（例えば地板）に固定されたゴング支持体に固定されている
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。図１は、ハンマーの衝撃に続くゴングの様々な振動モードを示す。振動モード選択手段
を用いない場合、ゴングは、ｎ＝１で表される第１の振動モード、ｎ＝２で表される第２
の振動モード、ｎ＝３で表される第３の振動モードの組み合わせで振動する傾向がある。
複数のその他の振動モードも、これら初めの３つの振動モードと組み合わさることはある
が、図１が複雑となるのを回避するため、これらを図示していない。
【００１６】
　図１のグラフは例えば、直径１ｍｍ未満（例えば０．６ｍｍ）、長さ約９０ｍｍのゴン
グに関して定義されている。グラフのｘ軸の始点に示すように、この例のゴングはその一
方の端部においてゴング支持体に固定されている。ゴングの材料には、鋼鉄又は金又は金
属ガラス、即ち金属又は非晶質金属合金を選択してもよい。この金属ガラスは、例えばジ
ルコニウム、金、白金、又は金－パラジウム、白金及び銀若しくは非晶質形態で固化可能
ないずれの他の金属をベースとして作製してもよい。
【００１７】
　このため時報機構は、ゴングの少なくとも１つの振動モードを選択する手段を有する。
この選択手段は、図１に記号で示すように、少なくとも１つのセレクタ要素又は２つのセ
レクタ要素を有する。１つ又は複数のセレクタ要素を移動させ位置決めする手段を設けて
もよい。これらセレクタ要素は、第３の振動モードの振動ノードの位置に設けられ、即ち
これらのセレクタ要素は、第３のモードの振動ノードをクランプ留めしてもよい。このよ
うな状態において、他の全ての振動モードはより高い周波数に押し上げられ、従ってこれ
らセレクタ要素によって大幅に除去される。このためゴングは主として、セレクタ要素が
存在しない場合に第３の振動モードとなるはずであった状態で振動する。
【００１８】
　当然、より低い周波数モード（特に、セレクタ要素が存在しない場合にノードを有さな
い基本振動モードとなるはずのもの）の除去は、第３の振動モードの第１の振動ノードに
設けられた単一のセレクタ要素によっても達成できる。第３のモードの周波数よりも高い
か又は低い周波数を有する別の振動モードを、別に設けた１つ又は複数のセレクタ要素に
よって選択してもよい。従って、以下で議論する実施形態では、１つの振動モードセレク
タ要素についてのみ言及するが、図１に示すように、各ゴングに対して複数のセレクタ要
素を設けてもよい。
【００１９】
　また、本発明の時報機構は、少なくとも１つのモードセレクタ要素の存在及び縁部の状
態が固定－自由、固定－被支持又は固定－固定である少なくとも１つのゴングの存在を特
徴とすることに留意されたい。モードセレクタ要素は、固定－自由、固定－被支持又は固
定－固定モードのうちの１つのノードに対応する位置における単純な機械的支持状態をゴ
ングがとることができるようにする固定又は可動構成部品として物理的に定義する。数学
的には、ｘ方向に配向されたゴングの主軸上の位置Ｘ０と対応するよう位置決めされたモ
ードセレクタ要素は、以下の単純な物理的支持状態によって定義される。
【００２０】
　　　ｗ（Ｘ０，ｔ）＝０　　　　　   （１）
　　　（ｗ’（ｘ，ｔ）｜x=X0）≠０   （２）
【００２１】
　ここで、ｗ（ｘ，ｔ）は、ゴングの軸と直交する２つの方向のうちの一方におけるゴン
グの移動であり、ｗ’（ｘ，ｔ）は、座標ｘ及び時間ｔの関数としての移動の１次導関数
である。状態（１）は、ゴングがセレクタ要素に対応して移動できないことを必要とし、
その一方で状態（２）は、セレクタ要素に対応して、ゴングの軸がその静止位置に対して
傾斜できることを保証する。
【００２２】
　モードセレクタ要素の導入により、選択されたモード以外のゴングの全てのモードの周
波数及びモード形状が修正され、ノードがセレクタ要素の位置に対応し、状態（１）（２
）が観察できるようになる。
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【００２３】
　図２は、少なくとも１つのゴングの少なくとも１つの振動モードを選択する手段を有す
る時報機構１の第１の実施形態を示す。この第１の実施形態では、直線状の２つのゴング
３、３’が設けられ、これらはそれぞれその一方の端部において同一のゴング支持体２に
固定されている。従って、２つのゴング３、３’は、互いに対して平行に配設されている
。２つのゴングの長さ及び断面は好ましくは同一であるか、又はハンマーのうちの一方若
しくは他方がゴングを打つ際に放散される音色に応じて異なっていてもよい。ゴング支持
体２及び１つ又は複数の回転ハンマー（図示せず）は一般に、腕時計の地板（図示せず）
に設けられている。
【００２４】
　時報機構１の振動モード選択手段は、まず、ゴング３、３’上に配設されたセレクタ要
素４を有する。セレクタ要素４は、一方の振動するゴング又は他方の、望ましくない振動
モードを除去するために選択されるゴングの振動モードのうちの１つのノードに対応する
ゴング上の位置に設けてもよい。よってこのセレクタ要素４は、移動又は位置決め手段に
よって選択された振動モードに応じた所定の位置をとるようにゴング３、３’の長さに沿
って移動できる。好ましくは、このセレクタ要素４は、中央部品で連結された２つのリン
グで形成されている。２つの平行なリングは同一の内径を有していてもよく、この内径は
、各ゴングの断面の直径と略同じであるか又はわずかに大きい。２つのリングの中心間の
距離は、２つのゴングの中心間の距離と同一である。セレクタ要素４がゴング３、３’の
長さにわたって摺動できるように、２つのリングは各ゴングの自由端部から導入又は挿入
される。
【００２５】
　各ゴングの外側表面と接するセレクタ要素４の２つのリングの内側部分４ａは、オリー
ブ型宝石孔で形成してもよい。これは、１つ又は複数のゴング３、３’上でのセレクタ要
素の摺動を容易にし、また、所望の振動モードを選択するために各ゴング上に接点又は接
線を形成する。オリーブ型宝石孔の代わりに微小ボールを用いてもよい。このような微小
ボールによって、分離した接触が保証され、回転をロックしない（関係２）まま、振動ノ
ードに対応するゴングの軸に直交する方向での並進をロックできる（関係１）。
【００２６】
　振動モード選択手段は更にホイール６を有し、ホイール６の周縁部は、セレクタ要素４
の中央部品の直線延長部分５と接続している。ホイール６の回転軸７は、好ましくはゴン
グ３、３’に対して垂直に設けられ、これによって回転ｒ中のホイール６は、直線延長部
分５を介して、セレクタ要素４をゴング３、３’の長さ方向ｄにわたって摺動する。直線
延長部分５は、２つのゴング３、３’の間に平行に延在し、その長さがホイール６と協働
することにより、ゴングの振動モード選択に関連するゴングの少なくとも１つの位置にセ
レクタ要素４を移動させることができる。
【００２７】
　時報機構１の第１の実施形態では、ホイール６は歯６ａを有するホイールであり、延長
部分５は、延長部分の長さ方向に一連の歯５ａを有し、これは歯付きホイールの歯と噛み
合うラック装置を構成する。このようなラック装置によって延長部分５を２つのゴング３
、３’の方向ｄに移動させることができる。ホイール６は巻き上げステム７によって回転
ｒするように回転され、この巻き上げステム７は腕時計ケースの外側へ、クラウン８まで
続く。このクラウン８は通常、腕時計ケースの外側から引き出したり、腕時計ケースの外
側へ押し込んだりすることができ、これによってホイール６を回転させ、セレクタ要素４
をゴング３、３’上に位置決めする。
【００２８】
　セレクタ要素４は、また上述のものとは異なる形態を有してもよいことに留意されたい
。セレクタ要素４は、各ゴングの断面の直径と等しいか又はこれよりわずかに大きい直径
の２つの貫通孔を有する平行六面体形状であってもよい。２つの開口の中心間の距離は、
２つのゴングの中心間の距離と同一であり、これによってセレクタ要素は、ゴング全体に



(8) JP 5797811 B2 2015.10.21

10

20

30

40

50

わたって摺動できる。これにより、２つの開口は、各ゴングの外側表面との接触を保証す
るために、オリーブ型宝石孔と嵌合していてもよい。
【００２９】
　ラック装置及び巻き上げステムを用いてセレクタ要素を移動させるための押しボタンを
設けてもよい。この押しボタンを作動ステムに接続することによって、ボタンを押す度に
セレクタ要素を１つ又は複数のゴング上の所望の位置に位置決めできるようにしてもよい
。これによって、チャイムを必要に応じて修正でき、又は時報機構１によって腕時計の昼
又は夜に対して異なる音声を生成できる。
【００３０】
　セレクタ要素４は、また、単一のリングの形態又は単一のゴング上に支持されるための
貫通開口を有する平行六面体形状のユニットの形態で配設してもよい。リング又はユニッ
トの開口は円形でなくてもよく、例えばゴングの断面に応じて矩形又は六角形であっても
よい。直線延長部分を、リング又はユニットの外側部分に設けてもよく、またゴングの長
さに対して平行に設けてもよい。セレクタ要素４は、ホイール６によって延長部分を介し
て駆動され、ゴングに沿って移動できる。延長部分は、歯付きホイールの歯と噛み合う一
連の歯を有してもよい。セレクタ要素の位置が所望の振動モードに達するまで、ホイール
６を、腕時計の主ゼンマイによって作動する歯車装置によって駆動してもよい。２つのセ
レクタ要素を、各ゴング上で互いに独立して摺動するように設けてもよく、これによって
同一の振動モード又は２つの異なる振動モードを選択できる。
【００３１】
　図３ａ、３ｂは、１つ又は複数のゴングの少なくとも１つの振動モードを選択する磁気
手段を有する時報機構１の第２の実施形態を示す。図２のものと同一である図３ａ、３ｂ
中の要素については、同一の参照番号を付すことに留意されたい。従って簡略化のため、
これらの要素については詳細に説明しない。この第２の実施形態では、２つの直線状のゴ
ング３、３’が設けられ、これらはそれぞれ一方の端部において同一のゴング支持体２に
固定されている。
【００３２】
　この第２の実施形態は、１つ又は複数のゴング３、３’上でセレクタ要素４を移動させ
るために磁気構成部品を使用する点で第１の実施形態とは異なる。この第２の実施形態で
は、セレクタ要素の移動に影響を与えないよう、ゴングを非強磁性材料、例えば金又は金
属ガラスで設計するのが好ましい。セレクタ要素４は、中央部品で連続された２つのリン
グの形態で示されている。第１の実施形態と同様、オリーブ型宝石孔を備えていてもいな
くてもよい２つのリングによって、セレクタ要素４を１つ又は複数のゴング３、３’上で
摺動させることができる。永久磁石１５である磁気要素は、セレクタ要素の中央部品に設
けるか、又は中央部品の材料内に設けられる。永久磁石１５の磁気分極のＮ－Ｓ方向は、
１つ又は複数のゴングの長さ方向となる。
【００３３】
　選択手段は更にねじ１６を有し、このねじ１６は磁化された端部１６ａを有するか、又
はねじ頭とは反対側のねじの端部に第１の永久磁石１６ａを備える。ねじの端部の磁気分
極の方向は、ゴング３、３’の長さ方向であるが、セレクタ要素４の永久磁石１５とは反
対の分極となっている。ねじ１６はねじ山付き支持台１７に差し込まれる。この支持台は
また、腕時計の地板に固定することによって設ける。ねじの長手方向軸はゴングに対して
平行に配設されている。支持台１７のねじ山内でのねじ１６の回転ｒは、ねじ１６の磁化
部分１６ａをセレクタ要素４に向かって又はその反対方向に移動させる。ねじの磁化部分
１６ａがセレクタの永久磁石１５に近づくように移動すると、これは図３ｂに点線矢印で
示すように、この磁石に対して反発する作用、及びセレクタ要素４をゴング上で摺動させ
る作用を有する。
【００３４】
　セレクタ要素をゴング３、３’上の所定の位置に保持するために、振動モード選択手段
は、更に、ゴング支持体２への２つのゴング３、３’の固定端部間に配設された第２の永
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久磁石１８を有する。第２の永久磁石１８の磁気分極の方向もまたゴングの長さ方向であ
り、セレクタ要素４の永久磁石１５とは反対の分極となっている。この第２の永久磁石１
８は、図３ｂに点線矢印で示すように、ねじの第１の磁石１６ａと同様、セレクタ要素に
対して反発する。第１の永久磁石１６ａがセレクタ要素の永久磁石１５に対して発生させ
る反発力が、第２の永久磁石１８が永久磁石１５に対して発生させる反発力と等しい場合
に均衡が確立される。このようにして、振動する１つ又は複数のゴングの振動モードを選
択するためのセレクタ要素４の所定の位置を位置付けることができる。
【００３５】
　図４ａ、４ｂは、少なくとも１つのゴングの少なくとも１つの振動モードを選択する磁
気手段を有する時報機構１の第３の実施形態を概略的に示す。図２、３ａ、３ｂのものと
同一である図４ａ、４ｂ中の要素については、同一の参照番号を付すことに留意されたい
。従って、簡略化のために、これらの要素については詳細に説明しない。
【００３６】
　この第３の実施形態の時報機構１は、単一の直線状のゴング３を有し、これはその一方
の端部においてゴング支持体２に固定されている。リング又は貫通開口を有する平行六面
体ブロックの形態のセレクタ要素４は、ゴング３上に摺動可能に設けられる。セレクタ要
素４は永久磁石を有し、これはセレクタ要素４の材料の一部分として直接作製してもよく
、又はセレクタ要素の一部分に固定してもよい。セレクタ要素４のこの永久磁石の磁気分
極のＮ－Ｓ方向は、ゴング３の長さ方向である。
【００３７】
　時報機構１は、更に選択手段としてねじ１６を有し、このねじ１６は磁化された端部１
６ａを有するか、又はねじ頭とは反対側のねじの端部に第１の永久磁石１６ａを備えてい
る。このねじ１６はねじ山付き支持台１７に差し込まれ、この支持台１７は、腕時計の地
板に固定して設置してよい。ねじの磁化端部又はねじの端部の永久磁石の磁気分極の方向
は、ゴング３の長さ方向であるが、セレクタ要素４の磁石とは反対方向の分極となってい
る。ねじはゴングに対して平行に、永久磁石１６ａがセレクタ要素の永久磁石に隣接しか
つセレクタ要素４の磁石と接触しないように設けられている。
【００３８】
　図４ａでは、ねじ１６の永久磁石１６ａが、反対方向の磁気分極を有するセレクタ要素
の永久磁石と隣接するために、２つの永久磁石の間に磁気牽引が発生する。セレクタ要素
４が全く移動しない静止位置において、セレクタ要素の位置は、ねじ１６の永久磁石１６
ａとの相互作用、即ち磁気牽引によってはっきりと形成されている。２つの永久磁石間に
存在する磁力と、ゴングの弾気復帰力とが組み合わさることで、セレクタ要素４の磁石の
並進、即ちゴング３の長さ方向及びゴング３に対して垂直な方向への運動が排除される。
反対に、ゴングの回転運動は、２つの平行ではない永久磁石で形成される系の磁気相互の
エネルギーを実質的に改変しないために、ゴングの回転運動は排除されない。ハンマーが
ゴングを打つと、選択される周波数の振動モードのノードにセレクタ要素を位置決めしな
ければならない。
【００３９】
　図４ｂは、支持台１７内でのねじ１６の回転に続く、上記ねじの磁石１６ａの移動を示
す。このような状態では、セレクタ要素４の永久磁石の牽引力Ｆが存在し、この牽引力Ｆ
はこの永久磁石に、ゴング３全体にわたる摺動力を与え、これによってこの永久磁石はね
じ１６の永久磁石１６ａに隣接するように移動する。均衡において、セレクタ要素４は選
択された振動モードに対応する位置にあってもよい。
【００４０】
　磁気構成部品の装置を介して１つ又は複数のセレクタ要素を移動させる原理を、円形の
ゴング（図示せず）に拡張することも十分に可能であることに留意されたい。このような
状態では、永久磁石を、ゴングの円形の中心に対してセンタリングされたディスク上に設
けてもよい。このディスクが永久磁石と共に回転すると、ディスク上の永久磁石の磁気反
発によってセレクタ要素及びゴング上の別の永久磁石を移動させることができる。
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【００４１】
　また、上述の実施形態のうちのいずれかのセレクタ要素４を、選択手段としてのクラン
プの形態としてもよいことに留意されたい。即ち、このクランプは、１つ又は複数のゴン
グ３、３’を挟んで、ゴングの振動モードの少なくとも１つのノードに固定できる。この
クランプタイプのセレクタ要素を、オリーブ型宝石孔によって得られる接触の代わりに選
択してもよい。クランプタイプのセレクタ要素は、１つ又は複数のゴングと、振動モード
セレクタ要素との間の接触面積を最小化する。このセレクタ要素４は可撓性ガイド部材の
形態をとってもよく、これはシリコン又はシリコン酸化物又はＬＩＧＡ等のＮｉＰ製の、
マイクロメートルレベルの厚さの２つ以上のストリップで形成される。これらのストリッ
プはそれぞれ２つの支持台に固定され、屈曲して変形し、１つ又は複数のゴングの振動モ
ードの少なくとも１つのノードに、１つ又は複数のゴング３、３’を挟んで固定する。こ
のタイプのクランプに関して、接触幅は約５μｍ以下であってもよい。
【００４２】
　セレクタ要素４のオリーブ型宝石孔の代わりに２つの微小磁石を設けてもよく、これら
はゴング３の両側に配設され、ゴング３は強磁性材料製であるか、又はニッケルなどの強
磁性材料で被覆される。このようにして、２つの微小磁石及びゴングによって画定される
平面は、ゴングの振動の平面と直交する。
【００４３】
　上述の全ての実施形態は、ゴング支持体に固定される一方の端部と、自由に動くことが
できる他方の端部とを有する１つ又は複数のゴングに関する。しかしながら、両端部が第
１のゴング支持体及び第２のゴング支持体に固定された１つ又は複数のゴングを有するこ
とも想定できる。また、一方の端部がゴング支持体に固定され、他方の端部が支持台上に
支持され、これによって簡単な支持状態が形成される１つ又は複数のゴングを有すること
も想定できる。本明細書に記載のモードセレクタシステムは、いずれの大幅な修正を行う
ことなく、この様々なタイプのゴングに即座に適用できる。
【００４４】
　オリーブ型宝石孔で形成されるセレクタ要素の代わりに、支持台を有さない、１つ又は
複数のゴング上で摺動する１つ又は複数のチューブを設けてもよい。これらのチューブは
、５０μｍ超の長さにわたるゴングの屈曲を排除する。このような状態では、ハンマーが
打刻を行うと、チューブに対応するノードを有するモードのみを作動させることができ、
これはノードと対応してゴングの屈曲が最小であるためである。
【００４５】
　このタイプの時報機構に関して、２つのハンマーがゴングを打つことができる。第１の
ハンマーは、セレクタ要素の固定嵌合と可動嵌合との間に位置決めしてもよく、第２のハ
ンマーは、ゴングの可動嵌合と自由端部との間にある。この解決法の利点は、同一のハン
マーの打刻から時及び分を示す音声を得ることができる点である。
【００４６】
　当業者は以上の説明から、請求項によって定義される本発明の範囲を逸脱することなく
、１つ又は複数のゴングの少なくとも１つの振動モードを選択する手段を備えた時報機構
の複数の変形例を考案できる。上述の解決法は全て、いずれの大幅な修正を行うことなく
、１つ又は複数のゴングが均質でない断面を有する場合に適用できる。２つの材料又は外
部コーティングを有する１つ又は複数のゴングも、いずれの大幅な修正を行うことなく使
用してよい。
【符号の説明】
【００４７】
１　　  時報機構
２ 　　 ゴング支持体
３、３’ゴング
４      セレクタ要素
５      直線延長部分
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５ａ    歯
６      ホイール
６ａ    歯
７      巻き上げステム
８      クラウン
１５    永久磁石、セレクタ用永久磁石
１６    ねじ
１６ａ  ねじの磁化された端部、第１の永久磁石
１７    支持台
１８    第２の永久磁石
ｄ      方向
ｒ      回転
Ｆ      牽引力

【図１】 【図２】
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【図４ｂ】
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